
石
狩
市
都
市
整
備
骨
格
方
針【
原
案
】の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
！

　
市
で
は
、ま
も
な
く
計
画
期
間
が
満
了
す
る
都
市
整

備
に
関
す
る
３
計
画「
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」「
水
と

み
ど
り
の
基
本
計
画
」「
住
生
活
基
本
計
画
」と
、コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
へ
の
転
換
を
視
野
に
入
れ
た
新
た
な
計
画

で
あ
る「
立
地
適
正
化
計
画
」を
合
わ
せ
た
４
計
画
を
、

「
石
狩
市
都
市
整
備
骨
格
方
針
」と
い
う
１
本
の
計

画
に
見
立
て
る
こ
と
に
よ
り
、市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や
す
い
計
画
と
な
る
よ
う
策
定

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
年
１
月
と
８
月
に

開
催
し
た
市
民
説
明
会

で
い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
踏
ま
え
て
こ
の
た
び
、

計
画
の
原
案
を
作
成
し

ま
し
た
。

　
6
日
（金）
か
ら
実
施
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
に
て
、皆
さ
ん
か
ら

多
く
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
た
く
、意
見
交
換

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。多
く
の
ご
参
加

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
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石狩市都市整備骨格方針とは…

緑の基本計画 立地適正化計画

住生活基本計画

都市計画マスタープラン

●都市整備に関する４つの計画を分かりやすくまとめ、１本に見立てた計画です
●期間は、令和２年～22年までのおおむね20年間です
●今後策定する都市整備に関する個別計画は、本方針を踏まえたものになります
※これまで本方針は「（仮称）石狩市都市骨格方針」と称していましたが、「石狩市都市整備骨格方針」を
正式名称としました

改定※1

改定※2 新規策定

改定
※1 旧｢都市マスタープラン｣
※2 旧｢水とみどりの基本計画｣
 ⇒ 今回の改定を機に名称変更
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意見交換会

石狩市都市整備骨格方針

●都市計画マスタープラン
　都市計画法を根拠とし、総合計画の目指すべきまちの将来像のうち、土地利用や道路、公園、下水道などの都市施設につい
て、基本的な方向性を示す役割を担っているもので、用途地域の変更や道路、公園の配置など、具体的な都市計画の決定・変更
の際には、この都市マスタープランに沿った形で行われることになります。

●緑の基本計画
　都市緑地法を根拠とし、都市における緑地の適正な保全と緑化の推進を図るため、水と緑に恵まれた環境を「守り」「育て」「親し
む」の3点に「市民がつくる水とみどり」を加えた基本方針のもと、水と緑の保全、創出に取り組む姿勢を明らかにしたものです。

　住生活基本法に基づき、国が策定した「住生活基本計画」と北海道が策定した「北海道住生活基本計画」と基本的な部分の整
合性を図り、本市の住宅施策に関する基本計画として策定したものです。

●住生活基本計画（市）

●立地適正化計画
　都市再生特別措置法を根拠とし、「都市マスタープラン」の高度化版として位置付けられるもので、今後見込まれる人口減少
や高齢化が進展する中にあっても、居住者の生活を支える医療・福祉・子育て・商業などのサービスの提供、維持を図るなど、持
続可能な都市の構築を目指し、国土交通省が全国の自治体へ策定を求めているものです。
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課　　題

課題への対応策を本方針に示します

本方針の原案はパブリックコメントで公開しますので、ぜひご覧ください。
→パブリックコメントの詳細は17ページ③に掲載しています。

9第１次産業の原動力である農地、森林をはじめと
　した自然の保全

1幅広いニーズへの対応による企業立地の促進

2道路網・公共交通の充実

3市民がもっと親しめる地域づくり

4石狩湾新港地域の就業者の居住推進／人口密度
　の維持と土地・既存施設の有効活用／空家の対応

5都市基盤や公共交通の維持、有効活用

6市民が暮らしやすく、やすらぎのある環境の
　維持・保全

7安全・安心なまちづくりの形成

8消費地への効率的な輸送

10観光客に対応した拠点づくり、ネットワーク検討
　の支援

石狩湾新港地域のさらなる発展

住みよい魅力あるまちづくりの推進

１次産業の供給力の確保・向上

優れた観光資源の活用

４　大　方　針

本方針の全体構想
　本市は、日本海に面する暑寒別天売焼尻国定公園と利尻礼文サロベツ国立公園などを結ぶ日本海オロロンライン
と、新千歳空港へとつながる道央圏連絡道路の結節点に位置し、日本海側の国際物流拠点である石狩湾新港およびそ
の背後地の工業団地を擁するなど、自然や観光、産業など多方面で優れた立地条件を有しています。
　これらの魅力を活力として持続可能なまちづくりを推進していくために、本方針を策定します。

目指す都市像／北海道を支える国際物流・エネルギー港湾都市 いしかり

問建設総務課☎72･3162


